
経営比較分析表（令和4年度決算）
茨城県　中央病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 500床以上 学術・研究機関出身 475 - 25 ■

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 36 対象 ド 透 I 訓 ガ 救 臨 が へ 災 地 - - 500 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 446

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

2,879,808 35,844 非該当 非該当 ７：１ 446

Ⅰ 地域において担っている役割
　中核的な総合病院として、がん医療、救急医療などをはじめと
する高度・専門・特殊な医療提供を行うとともに、筑波大学など
と連携しながら地域の医療人材の教育研修機能を担っている。

・県へき地医療支援機構
・救急医療二次病院
・難病診療連携拠点病院
・第二種感染症指定医療機関
・県がん診療連携拠点病院
・専門研修基幹施設・連携施設
・新型コロナウイルス感染症重点医療機関　等H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 86.4 86.9 76.6 79.4 80.5当該値 100.2 99.7 106.8 115.7 107.2 当該値 80.0 79.0 62.7 63.1 67.1当該値 85.4 85.9 75.6 78.4 79.4

平均値 94.1 93.7 88.7 90.6 90.6平均値 100.0 99.2 102.9 106.1 102.9 平均値 80.2 79.8 70.6 71.4 72.2平均値 91.9 91.6 86.5 88.6 88.6

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、前年度に比べて8.5ポイント低下した。
②医業収支比率は、コロナ禍による受診控えがある程度解消したことや、地域連携医療機
関の拡充や、主要な地域連携医療機関へ訪問し、患者紹介の働きかけを行ったことから、
年度比1.1ポイント上昇した。引き続き医業収益の増及び費用の節減に努めていきたい。
③累積欠損金比率は、0ポイントであり、欠損金はない。
④病床利用率は、前年度比4.0ポイント上昇し、類似病院の平均を下回っている。
⑤入院患者1人1日当たりの収益は、前年度より増加したものの、類似病院の平均値を下
回っている状況にある。更なる入院単価のアップなど、医業収益の増に努めていきたい。
⑦職員給与費対医業収益比率は、前年度比3.1ポイント低下し、類似病院の平均値を大幅に
上回っている。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 ①有形固定資産減価償却率は、前年度比0.4ポイント低下したもの
の、上昇傾向にあり、類似病院の平均値を上回っており、施設の
老朽化が進んでいることを示していることから、計画的な施設の
更新等を検討する必要がある。
②器械備品減価償却率は、前年度比0.8ポイント上昇し、類似病院
の平均値を上回っており、医療機械備品の老朽化が進んでいるこ
とを示していることから、計画的な医療機械備品の更新等を検討
する必要がある。
③1床当たりの有形固定資産は、類似病院の平均値を上回っている
ことから、適正な投資計画を策定する必要がある。

R04 H30 R01 R02

31.2 32.6 33.3 33.2 33.463.9 当該値74,532 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

平均値 68,751 70,630 75,766 79,610

54.4 53.1 69.7 67.021,567 23,209 25,078 24,359 24,138 当該値

19,207 20,687 22,637 23,244

当該値 64,873 66,523 72,662 74,349

29.4

2. 老朽化の状況

全体総括

医師確保、診療報酬のマイナス改定、消費税増税などに加え、新
型コロナウイルス感染症に対応するための医療体制の整備が求め
られるなど、昨今の医療機関を取り巻く経営環境は、大変厳しさ
を増すとともに複雑となっている。
　高度急性期及び急性期診療を担う中核病院としての使命を果た
すとともに、更なる入院単価のアップなど収益向上に努めるほ
か、診療材料の共同購入など経費節減に引き続き取り組むこと
で、収支の改善を図っていきたい。
　また、中央病院の本館は、既に築30年が経過して、施設の狭隘
化・老朽化が進んでいることから、将来の医療需要や県立病院の
役割等を踏まえ、病院の建替え等を含めた最適な整備のあり方を
検討する必要がある。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

48.8 平均値 28.1 29.2 29.0 29.223,704 平均値 48.3 47.7 51.8 49.682,275 平均値

R03 R04

当該値 18.0 18.0 11.0 0.0 0.0 当該値 62.2

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

65,312,002 62,945,380 63,938,762 61,865,366

平均値 32.6 27.0 34.2 29.2 25.3

78.9 78.4 77.3 78.1 当該値 64,275,90264.1 64.5 65.2 64.8 当該値 76.6

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 55,620,962 57,155,394 58,042,153 58,985,932 58,800,982平均値 67.1 67.9 69.2 70.8 70.7平均値 52.5 52.5 54.0 55.4 55.5
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経営比較分析表（令和4年度決算）
茨城県　こころの医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 精神科病院 精神病院 学術・研究機関出身 - - - ■

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 4 - - 臨 災 276 - 276 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- -

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

2,879,808 16,917 非該当 非該当 １５：１ -

Ⅰ 地域において担っている役割
  精神医療の基幹病院として精神科救急医療や児童・思春期医療
などの専門的な医療提供を行うとともに、筑波大学などと連携し
ながら地域の医療人材の教育研修機能を担っている。

・精神保健福祉法の規定に基づく救急応需病院
・医療観察法指定入院医療機関
・専門研修基幹施設・連携施設　等

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 75.7 74.9 74.8 70.8 69.2当該値 99.3 97.7 101.7 104.9 93.0 当該値 82.4 78.4 78.1 72.7 67.5当該値 69.5 68.6 68.4 63.8 62.0

平均値 68.4 66.9 64.8 64.1 64.1平均値 100.9 99.7 102.3 103.5 102.5 平均値 72.1 69.8 65.3 63.1 62.3平均値 66.2 64.5 61.9 61.7 61.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、医業外収益の減等により、前年度に比べて11.9ポイント低下した。
②医業収支比率は、前年度比1.6ポイント低下した。病床利用率の向上など、医業収益の増
に努めていきたい。
③累積欠損金比率は、類似病院の平均値を下回っているものの、解消に向け経営努力に努
める必要がある。
④病床利用率は、類似病院の平均値を上回っているものの、前年度比5.2ポイント低下して
おり、病床利用率の向上に努めたい。
⑤入院患者1人1日当たりの収益は、前年度より低下しているが、類似病院の平均値を上
回っている。病床利用率の向上など、引き続き医業収益の増に努めていきたい。
⑥外来患者1人1日当たりの収益は、類似病院の平均値を下回っているが、院外処方を実施
しているためであると考えられる。
⑦職員給与費対医業収益比率は、入院収益の減等により、前年度比4.9ポイント上昇してお
り、改善に向け経営努力に努める必要がある。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 ①有形固定資産減価償却率は、上昇傾向にあり、類似病院の平均
値を上回っていることから、計画的な施設の更新等を行っていく
必要がある。
②器械備品減価償却率は、上昇傾向にあり、類似病院の平均値を
上回っている。医療機械備品の老朽化が進んでいることを示して
いることから、計画的な医療機械備品の更新等を検討する必要が
ある。
③1床当たりの有形固定資産は、類似病院の平均値を上回っている
ことから、改善に向けて検討する必要がある。

R04 H30 R01 R02

5.2 5.3 5.3 5.3 5.8103.6 当該値27,508 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

平均値 21,418 21,604 22,234 22,875

93.0 94.1 94.8 98.77,246 7,409 7,344 7,305 7,202 当該値

8,518 7,891 8,706 8,691

当該値 25,509 26,501 26,987 27,803

7.3

2. 老朽化の状況

全体総括

　医師確保、診療報酬のマイナス改定、消費税増税などに加え、
新型コロナウイルス感染症に対応するための医療体制の整備が求
められるなど、昨今の医療機関を取り巻く経営環境は、大変厳し
さを増すとともに複雑となっている。
　本県の精神科医療の基幹病院としての使命を果たすとともに、
病床利用率の向上や各種加算の取得など収益向上に努めるほか、
各種経費の節減に取り組むことで、収支の改善を図っていきた
い。
　また、本院は比較的新しい施設であるが、今後は、個別施設計
画に基づき、計画的な補修等を行っていく必要がある。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

84.0 平均値 7.9 8.1 7.9 7.78,761 平均値 87.6 89.7 92.2 91.423,419 平均値

R03 R04

当該値 103.7 107.0 104.1 99.2 116.7 当該値 45.5

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

29,196,217 29,421,514 29,492,623 29,733,286

平均値 176.9 177.9 197.8 171.0 160.5

74.9 78.4 82.1 85.7 当該値 29,108,45749.1 52.3 55.8 58.4 当該値 69.6

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 27,722,473 27,879,712 28,287,536 28,070,344 28,458,752平均値 68.2 69.5 67.5 68.7 68.0平均値 50.2 52.3 54.0 55.1 52.2
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【66.8】
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経営比較分析表（令和4年度決算）
茨城県　こども病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 学術・研究機関出身 115 - - ■

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

指定管理者(利用料金制) 20 対象 I 未 訓 - - - 115 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 97

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

2,879,808 13,503 非該当 非該当 ７：１ 97

Ⅰ 地域において担っている役割
　小児医療の中核的な専門病院として、重篤・難治な患者を対象
に、高度かつ専門的な医療提供を行うとともに、筑波大学などと
連携しながら地域の医療人材の教育研修機能を担っている。

・県小児がん拠点病院
・小児救急中核病院
・総合周産期母子医療センター（新生児医療）
・難病医療指導機関
・県指定小児リハ・ステーション
・新型コロナウイルス感染症重点医療機関　等

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 81.4 80.5 79.3 75.3 78.1当該値 102.6 103.1 103.1 103.0 106.7 当該値 91.4 88.6 84.4 78.6 78.3当該値 80.9 80.1 78.9 74.7 77.5

平均値 84.0 84.3 80.7 82.2 81.7平均値 97.2 96.9 100.6 105.9 104.3 平均値 70.1 70.4 65.8 65.0 63.3平均値 80.4 80.6 77.1 78.6 78.1

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、前年度に比べて3.7ポイント上昇し、類似病院の平均値を上
回っている。
②医業収支比率は、医業収益の増等により前年度比2.8ポイント上昇したもの
の、類似病院の平均値を下回っている。
③累積欠損金比率は、0ポイントであり、欠損金はない。
④病床利用率は、前年度に比べて0.3ポイント低下したものの、類似病院の平均
値を大幅に上回っている。
⑤入院患者1人1日当たりの収益及び⑥外来患者1人1日当たりの収益ともに、類似
病院の平均値を大幅に上回っている。
⑦職員給与費対医業収益比率は、前年度比2.3ポイント低下したものの、類似病
院の平均を上回っている。
⑧材料費対医業収益比率は、高額な薬品等の使用により類似病院の平均値を上
回っているが、高度かつ専門的な医療提供していることが原因と考えられる。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 ①有形固定資産減価償却率は、上昇傾向にあり、類似病院の平均
値を上回っており、施設の老朽化が進んでいることを示している
ことから、計画的な施設の更新等を検討する必要がある。
②器械備品減価償却率は、前年度比3.8ポイント増加し、医療機械
備品の老朽化が進んでいることを示していることから、計画的な
医療機械備品の更新等を検討する必要がある。
③1床当たりの有形固定資産は、類似病院の平均値を上回っている
が、高度かつ専門的な医療提供していることが原因と考えられ
る。

R04 H30 R01 R02

29.7 28.4 30.7 27.7 25.367.8 当該値106,111 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

平均値 34,924 35,788 37,855 39,289

59.3 61.3 60.0 70.126,394 24,663 23,759 23,157 25,724 当該値

10,244 10,602 11,234 11,512

当該値 93,100 100,296 116,412 105,097

17.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　医師確保、診療報酬のマイナス改定、消費税増税などに加え、新型コ
ロナウイルス感染症に対応するための医療体制の整備が求められるな
ど、昨今の医療機関を取り巻く経営環境は、大変厳しさを増すとともに
複雑となっている。
　一般医療機関では対応が困難な周産期と小児の専門医療・救急医療を
提供する使命を果たすとともに、加算の取得など更なる収益向上に努め
るほか、各種経費の節減に取り組むことで、収支の改善を図っていきた
い。
　医療人材の教育研修機能を強化し、小児科医師不足地域への医師派遣
を継続的に行っていくためには、教育に要する人件費の財源確保が課題
となっている。
　また、施設及び医療機器ともに、老朽化が進んでいることから、計画
的な更新等を検討する必要がある。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

66.9 平均値 17.7 17.5 17.5 17.311,831 平均値 63.7 63.3 68.5 67.140,846 平均値

R03 R04

当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 当該値 61.4

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

105,365,417 106,589,165 105,243,243 107,102,313

平均値 117.1 120.5 124.2 121.6 118.9

60.4 66.1 69.8 73.6 当該値 104,647,08762.5 65.2 66.9 69.0 当該値 59.8

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 40,683,727 41,891,213 42,806,727 43,530,781 44,196,357平均値 71.4 71.7 72.9 73.9 74.3平均値 54.1 54.6 56.9 58.1 59.4
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⑨累積欠損金比率(％)
【63.0】


